
　平成２３年第３回高鍋町議会定例会　一般質問通告一覧表
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１ ７番 １．住宅リフォーム事業導入について 町  　 長

中村　末子 ①県内、県外を問わず住宅リフォーム事業導入自治体について調査はしないのか。

②町内業者からの要望はないのか。

③下水道の繋ぎこみによる個人負担について調査はなされたのか。

④介護、障がい者などの実態は。（件数は）

⑤それらの方の住宅改造についての件数は。

⑦これらを踏まえて、町内での事業効果についてシュミレーションをしたことはないのか。

２．まちなか活性化事業について来年度からの目標について 町  　 長

②暖簾事業について、例えば町内の商店への協力要請は行わないのか。（参加店舗以外）

④消費者へアピールできる町並み及び移動手段など具体的な提言はできているのか。

３．口てい疫に関して国保税について 町  　 長

①国の基準どおりの範囲で行うのか。

②自治体個別での対応はできるのか。

４．子ども支援対策について 町  　 長

①子どもの医療費助成対象年齢の引き上げ実現を。 教育委員長

②学校での支払いについて 教 育 長

２ ８番 １．高鍋町体育館の活用について 町  　 長

黒木　正建 教 育 長

①耐震面からの安全度

②指定避難場所としての対応　

③カーテン等の取り扱い

④卓球室の床（タイル）の改善

２．高鍋町海水浴場及びキャンプ場等について 町  　 長

①今年度の利用者状況

②海岸漂着物等の処置

③海への砂投入の効果

④キャンプ場周辺の監視

⑤枯松、雑木等の処置

⑥キャンプ場（テント設営場所）の範囲

①町屋事業の計画、町並み景観についての考え方について今後どのような計画で行うの
か。

③灯りプロジェクトについて目立たないが、今後の展開について具体的な計画概要はない
のか。

（３枚のうち１枚目）

⑥空き店舗対策および町屋事業などでリフォームが必要と判断される店舗数について把握
はあるのか。

＊昭和44年に建設され、約40年を経過し今では痛みも激しい状況下にある。この施設をバ
レーボール、バスケットボール、空手、柔道、視覚障がい者の方々が卓球と利用者幅も広く健
康増進に役立っていると思われる。そこで下記について伺う。

＊今年は天候不順等もあり利用者数も少なく厳しい状況だったと思われる。受入側としては十
分な体制ができていたのか、下記と併せて伺う。
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3 15番 １．高齢者への聴覚検診で認知症予防の充実について 町  　 長

八代　輝幸 　　①特定健診に聴力検査の導入について伺う。

　　②簡易チェッカーによる聴覚チェックの実施について伺う。

２．我がまちの防災力アップについて 町  　 長

　　①防災無線自動録音再生装置の導入について伺う。

　　②電話番号ステッカーの配布について伺う。

　　③町内チャンピオンマップ（あなたの特技を募集します）について伺う。

３．地域ぐるみで見守りシステム・支えあう社会をめざして 町  　 長

　　②一人暮らしの高齢者の見守り強化について伺う。

　　③認知症高齢者の徘徊などの事故を未然に防ぐ対策について伺う。

４ 16番 １．子宮頸がん検診と予防ワクチン接種について 町  　 長

津曲　牧子 　　①検診の状況とそれに伴う本町の取り組み状況を伺う。

　　②予防ワクチン接種に関しての周知と現在の接種率について伺う。

２．中心商店街の活性化について 町  　 長

　　①「高鍋まちなか商業活性化協議会」の現在の取り組み状況と今後の課題について伺う。

　　　　（県からの補助は今後どのような形で行われるのか伺う）

5 14番 １．駅前活性化について 町  　 長

柏木　忠典 　　①駅前ロータリー撤去の考えはないか。

２．防災対策について 町  　 長

　　①東日本大震災を振り返って（本町を含む）。

　　②地域自主防災組織の見直し計画は。

　　③今後の本町での対策は。

６ ３番 １．ごみの問題について 町  　 長

岩﨑　信や 　　①現在の対応と今後の見通しは。

　　②粗大ごみの個人収集はできないか。

　　③古紙類の回収は資源物等と同時にできないか。

7 11番 １．高鍋町国民健康保険特別会計の現状と課題について 町  　 長

青木　善明

２．魅力ある観光たかなべの再生について 町  　 長

　　②高鍋町の観光動向を把握した戦略的な誘致宣伝活動にどう取り組んでいるか。

　　③舞鶴公園とその周辺を四季折々に憩いの場として活用する構想は考えられないか。

①多様化する観光ニーズへ的確に対応した高鍋町の地域資源を生かした観光地づくりを
どのように考えているか。

（３枚のうち２枚目）

①国民健康保険特別会計の現状と課題をどのように捉えているのか、また今後、変動する
社会情勢等に応じた国保運営安定のために、どのような対応策を考えているのかお伺いし
たい。

①我がまちの単身世帯の増加、特に一人暮らし高齢者の実態、認知症患者の実態につい
て認識を伺う。
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8 10番 １．企業誘致と跡地利用について 町  　 長

後藤　隆夫 　　①跡地について

　　　ア）南九州大学跡地

　　　イ）まるき屋閉店の課題（跡地利用・解雇・雇用）

　　　ウ）安愚楽牧場の実質的な倒産に伴う今後の対応、対策。

　　　エ）高鍋青果市場の現状

２．高鍋温泉について 町  　 長

　　①健康療法について

　　　ア）国保の医療費が嵩む中、泉質を最大活用（調査研究）し、温泉効果による病気（後）

　　　　治療、疾病予防等、医療費抑制に役立てることができないか。

　　　イ）高齢者への温泉無料券の改善は。

３．災害時の避難道路整備について 町  　 長

　　②混雑を避けるため、避難場所への地区指定をするべきではないか。

①避難場所の指定はされたが、災害時は避難道路が渋滞を起こす可能性が高い。今後の
整備計画は。

（３枚のうち３枚目）


